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  大
たい

河
が

は 東
ひがし

へと流
なが

れていく。歴
れき

史
し

の大
たい

河
が

も 一 瞬
いっしゅん

のこと。日
に

本
ほん

の子
こ

どもたちが多
おお

くの奇
き

遇
ぐう

を得
え

たのは、

80年
ねん

前
まえ

のことである。 松
しょう

花
か

江
こう

は歴史の 証
しょう

人
にん

のよ

うに、何
なん

千
ぜん

年
ねん

もの 間
あいだ

、静
しず

かに無
む

言
ごん

で、歴史の大
たい

河
が

の中
なか

の一
いっ

滴
てき

一
ひと

滴
しずく

の水
みず

、一
いっ

片
ぺん

一片の花
はな

を記
き

してい

る。時
とき

には怒
いか

り、癇
かん

癪
しゃく

を起
お

こすこともあり、巨
きょ

大
だい

な荒
あら

波
なみ

をも巻
ま

き起こすが、その 懐
ふところ

は広
ひろ

く、 純
じゅん

粋
すい

投稿 
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で善
ぜん

良
りょう

で、惜
お

しみなく、一
いち

代
だい

また一代と、子どもた

ちを 育
はぐく

み続
つづ

けてきている。 

養
よう

父
ふ

母
ぼ

の 話
はなし

によれば、1945 年の秋
あき

は災
さい

難
なん

続き

で、秋
あき

風
かぜ

の中、小
こ

ぬか雨
あめ

が降
ふ

り続いていた。空
そら

は大
おお

きな穴
あな

が空
あ

いたかのように地
じ

面
めん

を濡
ぬ

らし、天
てん

を濡ら

し、天と地
ち

が混
ま

ざり合
あ

っていた。 私
わたし

は重
おも

い 病
びょう

気
き

に

かかって高
こう

熱
ねつ

が続き、全
ぜん

身
しん

に疥
かい

癬
せん

が広がっていた。

どれほど父
ちち

の腕
うで

に抱
だ

き上
あ

げてもらいたかったか、ど

れほど母
はは

が 温
あたた

かいス
す

ー
ー

プ
ぷ

を一
ひと

口
くち

飲
の

ませてくれるこ

とを望
のぞ

んでいたか。けれども、二人
ふたり

がどこにいるの

か．．．どこに行
い

ったのか．．． 誰
だれ

も答
こた

えてくれな

かった。天 国
てんごく

に行ってしまっていたのだろう。  

その秋のある日
ひ

、中
ちゅう

国
ごく

の 両
りょう

親
しん

が私を抱いて家
いえ

に

連
つ

れて帰
かえ

ってくれた。私は 再
ふたた

び生
い

きる希
き

望
ぼう

を持
も

っ

た。それ以
い

来
らい

、一滴ずつ 薬
くすり

を飲み、一さじずつ粥
かゆ

を

食
た

べることで、私の黄
き

色
いろ

い顔
かお

には赤
あか

みが戻
もど

ってき

た。小さい頃
ころ

は私のことを「 小
シャオ

日
リー

本
ベン

」と呼
よ

ぶ人
ひと

も

いた。決
けっ

して裕
ゆう

福
ふく

ではないがとても 幸
しあわ

せな家
か

庭
てい

の

中で、私はゆっくりと成
せい

長
ちょう

していった。ただ、 周
しゅう

囲
い

の人
ひと

々
びと

の様
さま

々
ざま

な視
し

線
せん

の中で、私の小さな 心
こころ

には

薄
うす

い陰
かげ

がかかっていた。私は自
じ

分
ぶん

が他
ほか

の子と何
なに

が違
ちが

うのかと不
ふ

満
まん

を抱
いだ

き、無言で抵
てい

抗
こう

していた。 

養父母は私のために 昇
しょう

進
しん

の機
き

会
かい

を 失
うしな

い、不
ふ

必
ひつ

要
よう

な身
み

元
もと

の取
と

り調
しら

べを受
う

け、農
のう

村
そん

に下
か

放
ほう

され、様々

な不
ふ

平
びょう

等
どう

に耐
た

えなければならなかった。私が本
ほん

当
とう

に能
のう

力
りょく

を持つようになって、両親に 命
いのち

の恩
おん

返
がえ

しを

したいと思
おも

った時
とき

には、彼
かれ

らは私の元
もと

を離
はな

れてしま

っていた。墓
はか

石
いし

には彼らのありふれた名
な

前
まえ

だけが残
のこ

された。 1992 年 7月
がつ

、 私
わたし

たち家
か

族
ぞく

は東
とう

瀛
えい

、すな

わち日本に戻り、辛
つら

くも幸せな 新
あたら

しい生
せい

活
かつ

を始
はじ

め

たのだった。 

（N・G） 
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「男
だん

性
せい

の育
いく

児
じ

休
きゅう

業
ぎょう

～イ
い

ク
く

メ
め

ン
ん

は社
しゃ

会
かい

が育
そだ

てる～」 

  

。 

 今
こ

年
とし

４月
がつ

、ア
あ

メ
め

リ
り

カ
か

、ド
ど

ジ
じ

ャ
ゃ

ー
ー

ス
す

の大
おお

谷
たに

選
せん

手
しゅ

に第
だい

１
いっ

子
し

が誕
たん

生
じょう

したとき、メ
め

ジ
じ

ャ
ゃ

ー
ー

リ
り

ー
ー

グ
ぐ

の産
さん

休
きゅう

制
せい

度
ど

「父
ちち

親
おや

リ
り

ス
す

ト
と

（Paternity
ぱーたにてぃ

 List
りすと

）を利
り

用
よう

して、２
ふ

日
つか

間
かん

試
し

合
あい

を欠
けつ

場
じょう

したことが話
わ

題
だい

となりました。日
に

本
ほん

でも父

親の育児休業（以
い

下
か

「育
いく

休
きゅう

」）が 注
ちゅう

目
もく

されています。

今
こん

号
ごう

もＡ
えい

美
み

一
いっ

家
か

のおしゃべりを通
とお

して男

性の育児について 考
かんが

えてみましょう。 

 

母
はは

：（甥
おい

の）B
びー

男
お

のとこの赤
あか

ちゃん見
み

てき

たわよ。かわいかった～ 

父
ちち

：義
ね

姉
え

さんは K
けー

県
けん

だろ、K 県まで行
い

って

きたのかい？ 

母：ううん、姉さんの世
せ

話
わ

にはならないで東
とう

京
きょう

の 病
びょう

院
いん

で産
う

んだんだって。 

父：え！そりゃ大
たい

変
へん

だろう。 

母：B 男が育休を取
と

って家
いえ

にいるから、ふたりで面
めん

倒
どう

を見ているそうよ。 

Ａ美：え？Ｂ男くん、赤ちゃんの世
せ

話
わ

なんてできるの？ 

母：抱
だ

っこしたり、ミ
み

ル
る

ク
く

を作
つく

ったり、おむつを替
か

え

たり 忙
いそが

しそうだったわよ。 

父：（スマホで調
しら

べる）マ
ま

マ
ま

の育児休業取
しゅ

得
とく

は８０

％
ぱーせんと

以
い

上
じょう

とかなり取得率
りつ

が高
たか

いね（※１）。ママ

には産
さん

前
ぜん

６ 週
しゅう

間
かん

、産
さん

後
ご

８ 週
しゅう

間
かん

の「産
さん

休
きゅう

」があ

るからね。「産休」が終
お

わってから「育休」に入
はい

るん

だね。パ
ぱ

パ
ぱ

は、と…パパは子
こ

どもが生まれてから「育

休」に入る。2018年
ねん

度
ど

は約
やく

６％とかなり低
ひく

いな。で

も 2008 年度が約１％だったことを考えると少
すこ

しは

増
ふ

えてるんだな。 

父：お、2023 年度には約 30％に増えてるぞ。 

母：B 男が、男性の育休は 2022 年度から「産後パパ育

就労 
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休（ 出
しゅっ

生
しょう

時
じ

育児休業）」ができて、前
まえ

より利
り

用
よう

し

やすくなったんだって言
い

ってたわ（※2）。 

父：そうだね。男性の育休は前
まえ

から女
じょ

性
せい

と同
おな

じように

あったんだけど、この制
せい

度
ど

ができてからは出生時に

休
やす

みが取れるようになったり、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて分
わ

け

て取れるようになったりしたところが良
よ

くなったの

かもね。 

母：赤ちゃんを産んだばかりのママは「産後うつ」っ

ていって、精 神
せいしん

のバランス
ば ら ん す

を崩
くず

しやすいのよね。そ

んな時
とき

にパパがそばにいてくれると 力
ちから

強
づよ

いわね。 

A 美：えっ？かわいい赤ちゃんが生
う

まれて、ル
る

ン
ん

ル
る

ン
ん

なんじゃないの？ 

父：そんなに甘
あま

くないよ。赤ちゃんが泣
な

くたびにおっ

ぱいやミルクを飲
の

ませないといけなくて、夜
よる

もぐっ

すり眠
ねむ

れないんだよ。 

母：そう、ホ
ほ

ル
る

モ
も

ン
ん

のバ
ば

ラ
ら

ン
ん

ス
す

も崩れやすいし。赤ち

ゃんの世話をしながら自
じ

分
ぶん

のご飯
はん

だって作
つく

らない

といけないでしょ。だから、昔
むかし

は赤ちゃんを産
う

むと

きは、日本は妻
つま

の実
じっ

家
か

、中国は 夫
おっと

の実家に里
さと

帰
がえ

り

したり、どちらかの「おばあちゃん」に手
て

伝
つだ

いに来
き

てもらったりしたのよ。中国は日本より厳
きび

しくて、

出産後
ご

水
みず

に触
ふ

れるのは厳
げん

禁
きん

で、洗
せん

濯
たく

や洗
あら

い物
もの

は一
いっ

切
さい

しちゃダ
だ

メ
め

と 昔
むかし

からいわれてるの。 

父：身体
からだ

を冷
ひ

やすからね。でも最
さい

近
きん

は、実家が遠
とお

いと

か、実家の親
おや

が高
こう

齢
れい

だとかで、親の 力
ちから

を借
か

りない

人
ひと

も増
ふ

えているようだよ。里帰りすると、産
さん

院
いん

も途
と

中
ちゅう

で変
か

えなきゃならないし。 

母：中国では、今は誰も手伝ってくれる人がいなけれ

ば、病院からそのまま「産後ケ
け

ア
あ

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

」に入っ

たり、「お手
て

伝
つだ

いさん」を雇
やと

ったりするそうよ。 

Ａ美：じゃあ、日本はここでパパの登
とう

場
じょう

ね！ 

父：昔は、男
おとこ

が家
か

事
じ

や育児をするなんて「男の沽
こ

券
けん

に

かかわる」って 考
かんが

える人
ひと

も多
おお

かったからね。仕
し

事
ごと
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“こけん”

    

 

を休
やす

んでまで子どもの面
めん

倒
どう

を見ようと思う人は少
すく

なかったね。 

Ａ美：こけん？にかかわる？ 

父：なんだか男らしくないみたいに思うんだよ。男の

プ
ぷ

ラ
ら

イ
い

ド
ど

。 

母：育児休業を取ったはいいけど、何にもできなくて

妻
つま

にとっては赤ちゃんが二
ふた

人
り

いるような 状
じょう

態
たい

に

なっちゃう家
か

庭
てい

もあるそうよ。 

Ａ美：うわぁ～、それは大
たい

変
へん

そう。ご飯くらいは作っ

てくれないと。 

父： 長
ちょう

期
き

に休んで会
かい

社
しゃ

に戻
もど

った時
とき

「浦
うら

島
しま

太
た

郎
ろう

」にな

る（※3）んじゃないかと心
しん

配
ぱい

になっちゃうんだよ。 

Ａ美：それは 女
おんな

の人も一
いっ

緒
しょ

だよね。ふたりで会社を

休んじゃったらお 給
きゅう

料
りょう

はどうなるの？ 

母：育休の 間
あいだ

は、条
じょう

件
けん

によるんだけど元
もと

のお給料の

半
はん

分
ぶん

ちょっとくらい出
で

るらしいわよ。プ
ぷ

ラ
ら

ス
す

がある

場
ば

合
あい

もあって、社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

は納
おさ

めなくていいから

B 男の場合はそんなに少なくはならないって言
い

って

たわ。 

父：そのお金
かね

は給料じゃないんだ。「育児休業 給
きゅう

付
ふ

金
きん

」

っていって、毎
まい

月
つき

支
し

払
はら

っている税
ぜい

金
きん

や社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

が財
ざい

源
げん

なんだよ。だから育休を取るのは当
とう

然
ぜん

の

権
けん

利
り

なんだ。 

母：とはいっても、なかなか取れない会社や 業
ぎょう

界
かい

も

多
おお

いんでしょう。 

父：人
ひと

手
で

不
ぶ

足
そく

といわれている建
けん

設
せつ

業
ぎょう

や運
うん

輸
ゆ

業
ぎょう

では

なかなか取れないかもしれないけど、会
かい

社
しゃ

も 入
にゅう

社
しゃ

して１年
ねん

以
い

上
じょう

たっていること、育児休業の申
もう

し出
で

から１年以内に雇
こ

用
よう

関
かん

係
けい

が 終
しゅう

了
りょう

することが明
めい

確
かく

でないこと、１ 週
しゅう

間
かん

の所
しょ

定
てい

労
ろう

働
どう

日
にっ

数
すう

が３日
みっか

以

上であることなどの条件を満
み

たしていれば拒
こば

むこ

とはできないんだよ。 

A 美： 私
わたし

が赤ちゃん産
う

むときは、やっぱり夫
ふう

婦
ふ

で 協
きょう
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力
りょく

して子
こ

どもの面
めん

倒
どう

をみたいな。 

母：じゃあ、私たちは楽
らく

でいいわ～。 

父：俺
おれ

に孫
まご

ができるころには、父親の育休が当
あ

たり前
まえ

に取れる世
よ

の中
なか

になっているといいな。（Y） 

 
 
 
 
 
 
 
 

           

   
https://ikumen-

project.mhlw.go.jp/assets/pdf/event/report_R5_2.

pdf

   
 

  

→

 

  

  

  

 

 ※1  

https://ikumen-

project.mhlw.go.jp/assets/pdf/event/report_R5_2.pdf 

「令
れい

和
わ

５年度育児休業取得率の 調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

公
こう

表
ひょう

、改
かい

正
せい

育児・介
かい

護
ご

休業法などの概
がい

要
よう

につ

いて」P5参
さん

照
しょう

 

※2 

←育児・介護休業法
ほう

のあらまし 08 産後パパ育休

制度｜厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

 

 

※3 海
かい

底
てい

の 宮
きゅう

殿
でん

でほんの数
すう

日
じつ

過
す

ごして地
ち

上
じょう

に戻
もど

ってきたところ、 百
ひゃく

年
ねん

経
た

ってしまってい

たという日
に

本
ほん

の 昔
むかし

話
ばなし

の主
しゅ

人
じん

公
こう

。ここでは育

休を取っている間に会社のことがわからなくな

って、会社に戻った時に取り残
のこ

されたような気
き

持
も

ちに 陥
おちい

ること。 

※４ 以下の場合は育児休業は取得できません 

① 入
にゅう

社
しゃ

１年未
み

満
まん

の場合 

②育児休業申
もう

し出
で

の日
ひ

から１年以内に雇
こ

用
よう

関
かん

係
けい

が 終
しゅう

了
りょう

することが明
めい

確
かく

である場合  

③１週間の所
しょ

定
てい

労
ろう

働
どう

日
にっ

数
すう

が２日
ふつか

以下の場合。 

 

 

 男
だん

性
せい

の育
いく

休
きゅう

 

男  産
さん

後
ご

パ
ぱ

パ
ぱ

育休―子の出生後８ 週
しゅう

間
かん

以
い

内
ない

に、４週間を 上
じょう

限
げん

に２回に分けて取得可能 

―

育児休業—原
げん

則
そく

は１歳
さい

（最
さい

長
ちょう

２歳）までの間に分
ぶん

割
かつ

で２回
かい

の取
しゅ

得
とく

が可
か

能
のう
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            「コ
こ

メ
め

不
ふ

足
そく

」   

※2025 年 5 月時
じ

点
てん

の執
しっ

筆
ぴつ

です（ ）

   

 

  

这

 

 
 最

さい

近
きん

よく耳
みみ

にする「コメ不足」。この問
もん

題
だい

が話
わ

題
だい

に上
のぼ

らない日
ひ

はないくらいです。ス
す

ー
ー

パ
ぱ

ー
ー

に行って

も「コメがない！」、あると思
おも

ったら「高
たか

い！」など、

皆
みな

さんも日
ひ

々
び

体
たい

験
けん

しているのではないでしょうか。

これっていつまで続
つづ

くの？どうして起
お

こってるの？

と疑
ぎ

問
もん

に思
おも

っている方
かた

もいると思いますので、今
こん

回
かい

はこの「コメ不足」について取
と

り上
あ

げます。 

・コメ不足の現
げん

状
じょう

 

 昨
さく

年
ねん

の夏
なつ

あたりからスーパーなどでコメが消
き

え、

コメ価
か

格
かく

が 上
じょう

昇
しょう

するという現
げん

象
しょう

が起こりまし

た。政
せい

府
ふ

からもコメの不
ふ

足
そく

は猛
もう

暑
しょ

によるコメの不
ふ

作
さく

や買
か

い占
し

めが問題で起こったようだという説
せつ

明
めい

がなされ、秋
あき

になって新
しん

米
まい

が登
とう

場
じょう

すれば落
お

ち着
つ

く

だろうと言
い

われていました。しかし、秋
あき

になっても新
しん

米
まい

の 流
りゅう

通
つう

だけでは足
た

りず、通
つう

常
じょう

なら「備
び

蓄
ちく

米
まい

」

として国
くに

の在
ざい

庫
こ

に回
まわ

る新
しん

米
まい

も市
し

場
じょう

に流
なが

すしかな

くなるという「先
さき

食
ぐ

い」が 行
おこな

われました。そして「コ

メ不足」はその後
ご

も続
つづ

き、買
か

い占
し

められたというコメ

も一
いっ

向
こう

に市場には出
で

て来
こ

ず、コメの価格は上昇し続

け、なんと今
こ

年
とし

になり 1年
ねん

前
まえ

の 2倍
ばい

近
ちか

くの金
きん

額
がく

に

なってしまいました。 

・コメ不足対
たい

策
さく

 

 そこで、政府は今
こ

年
とし

に入
はい

りやっと 3月
がつ

に 14.2万
まん

ト
と

ン
ん

、4 月に 7 万トンの「備
び

蓄
ちく

米
まい

」の放
ほう

出
しゅつ

を始
はじ

め、

7 月まで毎
まい

月
つき

10 万トンの備蓄米を放出し続ける（5

月現
げん

在
ざい

）という方
ほう

針
しん

を出
だ

しました。「備蓄米」とは、

「国
こく

民
みん

の主
しゅ

食
しょく

であるコメについて、不
ふ

作
さく

の時
とき

でも

国
こく

民
みん

が安
あん

定
てい

的
てき

に食
た

べられるように」と政府が在
ざい

庫
こ

しておくコメのことです。国
くに

は 1995年
ねん

にコメの備蓄

ニュース
に ゅ ー す

の言葉
ことば
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・

 

を制
せい

度
ど

化
か

しました。現
げん

在
ざい

は、100 万トン（毎
まい

年
とし

20 万

トンずつ貯
た

めていき、5年
ねん

を過
す

ぎたコメは飼
し

料
りょう

用
よう

と

して販
はん

売
ばい

）のコメを備蓄しています。 

 しかし、放出された備蓄米も 私
わたし

たちの目
め

の前
まえ

には

なかなか出て来ず、思うように 流
りゅう

通
つう

していないとい

う現
げん

状
じょう

（5 月時
じ

点
てん

）がありました。今
こん

後
ご

、流通の仕
し

組
く

みも変
か

えながら、 消
しょう

費
ひ

者
しゃ

が 直
ちょく

接
せつ

購
こう

入
にゅう

できる

スーパー等
など

へもコメは徐
じょ

々
じょ

に出
で

回
まわ

っていくかと思

われますが、この問題の根
こん

本
ぽん

的
てき

な解
かい

決
けつ

の兆
きざ

しは未
いま

だに見
み

えません。一
いっ

体
たい

コメ不足にはどのような背
はい

景
けい

があるのでしょうか？ 

・コメ不足の背景と農
のう

家
か

の現状 

1970 年代
だい

に入
はい

り、日
に

本
ほん

のコメの生
せい

産
さん

量
りょう

が 消
しょう

費
ひ

量
りょう

を上
うわ

回
まわ

るようになり、コメ価格が下
げ

落
らく

するよう

になってきました。その背景は、農
のう

業
ぎょう

の機
き

械
かい

化
か

によ

る生産量の増
ぞう

加
か

や 食
しょく

生
せい

活
かつ

（コメ食からパ
ぱ

ン
ん

食へ、

等）の変
へん

化
か

によるものが 考
かんが

えられました。 

最
さい

近
きん

のコメ需
じゅ

要
よう

の推
すい

移
い

（以
い

下
か

のグ
ぐ

ラ
ら

フ
ふ

）を見て

も、年
ねん

々
ねん

コメの需
じゅ

要
よう

量
りょう

は減
へ

ってきています。 昭
しょう

和
わ

の時
じ

代
だい

に比
くら

べれば日
に

本
ほん

人
じん

一人
ひとり

が一
いち

年
ねん

間
かん

に消費す

るコメの量は半
はん

分
ぶん

程
てい

度
ど

になっているということで

す。 

 

 

 
20 年前～10 年前の 10 年間は 8 万トン／年程度減 

：  

農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

H
ほーむ

P
ぺーじ

 

(令和７年３月) 

  

最近の 10 年間は 10 万トン／年程度減 
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」

 

・

 1970 年代
だい

の生産過
か

剰
じょう

によるコメ価格の下落によ

り、国は 1971 年より毎
まい

年
とし

の総
そう

生産量を決
き

め、産
さん

地
ち

ごとに生産量を割
わ

り振
ふ

るという「減
げん

反
たん

政
せい

策
さく

」（「反」

とは田
た

畑
はた

の面
めん

積
せき

の単
たん

位
い

）を取り始めました。この制

度は 2018 年まで続きました。しかし、実
じっ

際
さい

にはその

後もコメ価格の安
あん

定
てい

のために、国は生産量の「目
め

安
やす

」

を示
しめ

してコ
こ

ン
ん

ト
と

ロ
ろ

ー
ー

ル
る

を示
し

唆
さ

し、転
てん

作
さく

（水
すい

田
でん

から畑
はた

地
ち

化
か

）する農
のう

家
か

には補
ほ

助
じょ

金
きん

を出
だ

しています。 

 政府はこの減反政
せい

策
さく

により生産過剰によるコメ価

格の下
げ

落
らく

を防
ふせ

いで農家の 収
しゅう

入
にゅう

に響
ひび

かないように

してきましたが、この 長
ちょう

期
き

間
かん

にわたる政策はコメ農

家の減
げん

少
しょう

にもつながりました。その結
けっ

果
か

、農家数
すう

は

2020 年には 2000 年の 4割
わり

になりました。耕
こう

作
さく

放
ほう

棄
き

地
ち

も増
ふ

えて、稲
いな

作
さく

を再
さい

開
かい

しようとしても荒
あ

れた耕
こう

地
ち

では復
ふっ

活
かつ

させることは簡
かん

単
たん

ではありません。また、

農家の大
たい

半
はん

は 小
しょう

規
き

模
ぼ

農家で、生産にかかる経
けい

費
ひ

か

ら見ると稲作は割
わり

に合
あ

わず赤
あか

字
じ

を生
う

んでいることか

ら、農家からは「コメ価格は安
やす

すぎるのでは？」とい

う声
こえ

も上
あ

がっています。この苦
くる

しい 状
じょう

況
きょう

の中で農

家の高
こう

齢
れい

化
か

が進
すす

み、コメ農家の後
こう

継
けい

者
しゃ

不
ぶ

足
そく

は深
しん

刻
こく

な問題となっています。このような状況を背景に、い

きなりコメの増
ぞう

産
さん

が必
ひつ

要
よう

になってもなかなかそれ

に対
たい

応
おう

できないというのが日本の農業の現実です。 

・コメ不足解
かい

消
しょう

への摸
も

索
さく

 

 少し前までは生産と 供
きょう

給
きゅう

のバ
ば

ラ
ら

ン
ん

ス
す

は問題をは

らみながらもぎりぎりのところでとられていたので

すが、ここにきてこのバランスが崩
くず

れ、コメが足
た

りな

いという事
じ

態
たい

に 陥
おちい

っています。今
こん

回
かい

とりあえずの

緊
きん

急
きゅう

措
そ

置
ち

として備蓄米の放出が行われましたが、い

つまでもこの方
ほう

法
ほう

だけに頼
たよ

るわけにはいかないでし

ょう。 

今後も続くだろうコメ不足の中でコメの生産量を

増やすべきではないかという声
こえ

も上
あ

がっています。し
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かし、今までの仕組みの中で生産量を上げることは、

農家の生産 力
りょく

の問題や価格設
せっ

定
てい

の問題（生産量が増

え過ぎればコメ価格が下がり農家の収入に響く）など

で難
なん

題
だい

山
さん

積
せき

です。コメ農家の生
せい

活
かつ

や消費者の生活も

守
まも

りながらこの問題を解
かい

決
けつ

するにはどうすればよい

のでしょうか？ 

輸
ゆ

入
にゅう

米
まい

を増
ふ

やす、という声もありますが、これも

国
こく

内
ない

の農家を守りながら行う必要があります。農業の

大
だい

規
き

模
ぼ

化
か

を行い、生産効
こう

率
りつ

を上
あ

げコ
こ

ス
す

ト
と

を下
さ

げてい

けばいいという声もありますが、これも今ある農家が

初
しょ

期
き

投
とう

資
し

が必要な大
だい

規
き

模
ぼ

農
のう

業
ぎょう

にどこまでシ
し

フ
ふ

ト
と

で

きるでしょうか？また、コメの需要に 柔
じゅう

軟
なん

に対
たい

応
おう

できるような国内のコメ生産力を確
かく

保
ほ

するためには、

例
たと

えば、輸出米
まい

の生産を増やしたり、主食用
よう

のコメ

生産だけでなく飼
し

料
りょう

用
よう

や加
か

工
こう

用
よう

のコメ生産などの

経
けい

営
えい

の多
た

角
かく

化
か

で収入の安定を図
はか

りながら、コメの過
か

不
ふ

足
そく

に臨
りん

機
き

応
おう

変
へん

に対応できる生産基
き

盤
ばん

を担
たん

保
ぽ

して

おくべきだという声もあります。 

いずれにしても個
こ

人
じん

の努
ど

力
りょく

だけでできることで

はなく、日本のコメについての 従
じゅう

来
らい

の制度や政
せい

策
さく

、

流通のシ
し

ス
す

テ
て

ム
む

等の見
み

直
なお

しが必要な時に来ているの

かもしれません。国は 2027 年度
ど

から水
すい

田
でん

政策を根
こん

本
ぽん

的
てき

に見直すとしていますが、私たちも日本の 食
しょく

糧
りょう

の基
き

盤
ばん

となる主食の問題ですので関
かん

心
しん

を持
も

って

見ていく必要があるでしょう。（Bab） 
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《 国
こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

のお知
し

らせ 》 

 国
くに

は５年
ねん

に一
いち

度
ど

、国
こく

内
ない

の人
じん

口
こう

や世
せ

帯
たい

の実
じっ

態
たい

を把
は

握
あく

する目
もく

的
てき

で、国
こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

を 行
おこな

っています。今年
ことし

はその

国勢調査の年で、調査の結果
けっか

は福
ふく

祉
し

政
せい

策
さく

や生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

の整備
せ い び

、災 害
さいがい

対 策
たいさく

など、国が新
あら

たな施策
しさく

を計
けい

画
かく

する際
さい

に利
り

用
よう

されます。とても大
だい

事
じ

な調査なので、皆
みな

さんもぜ

ひ 協
きょう

力
りょく

してくださいね！ 

【方
ほう

法
ほう

】  

調
ちょう

査
さ

票
ひょう

に記
き

入
にゅう

します。回
かい

答
とう

方
ほう

法
ほう

には、次
つぎ

の２つが

あり、どちらか１つを選
えら

びます。 

①インターネット
い ん た ー ね っ と

上
じょう

での回答  

９月下
げ

旬
じゅん

頃
ごろ

、調
ちょう

査
さ

員
いん

が各
かく

世
せ

帯
たい

を訪
ほう

問
もん

し「インターネット回答の利
り

用
よう

案
あん

内
ない

」

を配
はい

布
ふ

します。その中
なか

にあるＩＤパスワードを使
つか

って、

期日
きじつ

までにインターネットで回答します。 

②調査票に手
て

書
が

きで回答   

（インターネットによる回答のなかった世帯に対
たい

して）

調査員が各世帯を訪問し、 調
ちょう

査
さ

票
ひょう

を配布します。期日

までに記入を終
お

えましょう。回
かい

収
しゅう

方法は市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

によ

って決
き

められ、郵
ゆう

送
そう

で調査票を返
へん

送
そう

する場
ば

合
あい

と、調査員

が訪問して回収する場合があります。 

【対
たい

象
しょう

】 

令
れい

和
わ

７年 10月
がつ

１ 日
ついたち

現
げん

在
ざい

、日本
にほん

に住
す

んでいるすべての人
ひと

（外
がい

国
こく

籍
せき

の人を含
ふく

む）及び世帯 

【項
こう

 目
もく

】：世
せ

帯
たい

員
いん

については、「男
だん

女
じょ

の別
べつ

」、「 出
しゅっ

生
しょう

の年
ねん

月
げつ

」、「配
はい

偶
ぐう

の関
かん

係
けい

」、 「 就
しゅう

業
ぎょう

状
じょう

態
たい

」、

「 従
じゅう

業
ぎょう

地
ち

又
また

は通
つう

学
がく

地
ち

」など 13項
こう

目
もく

世帯については、

「世帯員の数
かず

」、「 住
じゅう

居
きょ

の種
しゅ

類
るい

」、「 住
じゅう

宅
たく

の建
た

て方」

など 4 項目 
 

【 注
ちゅう

意
い

点
てん

】 

国勢調査のためと 偽
いつわ

って個人
こじん

の 情 報
じょうほう

を聞
き

き出そうと
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https://www.kokusei2025.go.jp/ 

する詐
さ

欺
ぎ

行
こう

為
い

が懸
け

念
ねん

されています。次の点
てん

を 心
こころ

に留
と

め

てください。 

・調査員による家
か

庭
てい

訪
ほう

問
もん

は、９月
がつ

から 10月
がつ

に

実
じっ

施
し

される。 

・調査員は、身
み

分
ぶん

証
しょう

を胸
むね

に下
さ

げ、腕
うで

には腕
わん

章
しょう

を付
つ

けている。 

・調査員が家庭訪問時
じ

に家
か

族
ぞく

の 状
じょう

況
きょう

（年
ねん

齢
れい

。家族構成
こうせい

等
とう

）について 直
ちょく

接
せつ

質
しつ

問
もん

することはない。 

・電
でん

話
わ

で、国勢調査についての連
れん

絡
らく

をすることはない（国

勢調査のためと偽って、家庭状況を聞いてきたら、すぐ

電話を切
き

ること）。 

総
そう

務
む

省
しょう

統
とう

計
けい

局
きょく

国勢調査 2025 キャンペーンサイト参
さん

照
しょう

https://www.kokusei2025.go.jp/ 

 
 

 

 高
こう

校
こう

進
しん

学
がく

（ウ
う

ェ
ぇ

ブ
ぶ

情
じょう

報
ほう

） 

：

 中国帰国者 高校入試特別措

置 来

↓

 当
とう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

の 進
しん

学
がく

･
・

進
しん

路
ろ

情
じょう

報
ほう

コ
こ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

中
ちゅう

、｢2024年
ねん

調
ちょう

査
さ

：都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

立
りつ

高校の外

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

及
およ

び 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

生
せい

徒
と

等
とう

への 2025 年

度
ど

高校入試特
とく

別
べつ

措
そ

置
ち

について｣で、全
ぜん

国
こく

の高校入試

情報がご 覧
らん

になれます。Google
ぐ ー ぐ る

で

｢ 2025 年度 中国帰国者 高校入試特

別措置｣で検
けん

索
さく

すると、ト
と

ッ
っ

プ
ぷ

に出
で

て

きます。 

日本生
う

まれの三
さん

･四
よん

世
せい

で、中国で 小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の

教
きょう

育
いく

を受けてきた人でも外国生徒向けの措置や

枠
わく

に応
おう

募
ぼ

できるかもしれません。2026 年度入学者

の入試情報は地
じ

元
もと

の 教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

にお問
と

い合
あ

わせ

下
くだ

さい。 

「外国人生徒・中国帰国生徒等への 2025 年度高校

入試特別措置について」はこちらから 

 

https://www.kikokusha-

center.or.jp/shien_joho/shingak

u/kokonyushi/other/2024/kok

 進
しん

学
がく
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８９号
ごう

p.14 の「起
お

き上
あ

がり介助」で取
と

り上げたベッドの端
はし

に座
すわ

ったところから始
はじ

めます。

 

④

初
はじ

めての介
かい

助
じょ

 ④ 移
い

乗
じょう

介
かい

助
じょ

（ベ
べ

ッ
っ

ド
ど

から 車
くるま

いすへ） 

    今
こん

回
かい

はベッドから車いすへの移乗の仕
し

方
かた

を 紹
しょう

介
かい

しま

す。移乗というのは他
ほか

の場
ば

所
しょ

へ移
うつ

す、移
い

動
どう

させるという意
い

味
み

です。食
しょく

事
じ

やト
と

イ
い

レ
れ

、外
がい

出
しゅつ

時
じ

などに必
ひつ

要
よう

な技
ぎ

術
じゅつ

です。 

 介
かい

助
じょ

者
しゃ

は一
いち

時
じ

的
てき

に介
かい

護
ご

される人
ひと

の 体
からだ

を支
ささ

えるので、今
いま

までの介助より多
た

少
しょう

筋
きん

力
りょく

が必要になりますが、コツ
こ つ

をつ

かめば腰
こし

を痛
いた

めずに介助できるようになるので、決
けっ

して無
む

理
り

をしないようにしましょう。 

１

 
 

車いすはベッドに対
たい

して 30度
ど

ぐらいの角
かく

度
ど

で置
お

き、必
かなら

ずブレーキ
ぶ れ ー き

を

か け て フットサポート
ふ っ と さ ぽ ー と

(足
あし

を乗
の

せておく 所
ところ

)を上

げておく。 

 ２

 

介助される人の 両
りょう

足
あし

底
そこ

が床
ゆか

にしっかりつくようにお尻
しり

を

ずらし、 両
りょう

脚
あし

を開
ひら

いて浅
あさ

め

に座
すわ

ってもらう。※膝
ひざ

より足
あし

首
くび

が後
うし

ろにあると立
た

ち上が

りやすくなる。 

3

 

 介助者は足を大きく開き、膝を少
すこ

し曲
ま

げて

やや腰
こし

を落
お

とし、車いすから遠
とお

い方
ほう

の互
たが

い

の膝を突
つ

き合
あ

わ

せる位
い

置
ち

に置く。

この時
とき

背
せ

中
なか

は丸
まる

めない(丸めると

腰に負
ふ

担
たん

がかか

る)。 

 4

両
りょう

腕
うで

を介助される人の背中に回
まわ

す。まず、上 体
じょうたい

をできるだけ近
ちか

づけて介助される人の肩
けん

甲
こう

骨
こつ

辺
あた

りを支える。その後
ご

、車いすから遠い方の手
て

を、

肩甲骨より下
お

ろし、介助される人の骨
こつ

盤
ばん

の辺
あた

りを

支 え る よ

うにする。

 

介
かい

護
ご

 



第 91 号             中国帰国者支援・交流センター情報誌 天天好日        令和 7 年 8 月 

14 
 

 

5

介助者は、介助される人の上体を自
じ

分
ぶん

の方に引
ひ

き

寄
よ

せ、介助される人を前
ぜん

傾
けい

姿
し

勢
せい

にして自分の方に

もたれかけさせると、介助される人のお尻
しり

がベッ

ドから浮
う

く。介助される人の体を上
うえ

に持
も

ち上
あ

げる

のではなく、介助される人に上体の体
たい

重
じゅう

を介助者

に預
あず

けるよう

にしてもらう

と、介助者が腰

を痛めなくて

済
す

む。

 6

介助者は車いすから遠い方の介助される人の

骨盤を支え、車いすに近い方の足を軸
じく

足
あし

にし

て、介助される人のお尻の高さを変
か

えずに車

いすに向
む

き合
あ

うように一
いっ

緒
しょ

に体を回転させ

る。(この写真
しゃしん

では介助される人のお尻を右
みぎ

方
ほう

向
こう

へ回
まわ

す)。

 
7

介助される人にゆっく

りと座ってもらう。この

ときも介助者は腰を落

としたまま膝を軽
かる

く曲

げ、背中はできるだけ伸
の

ばし、介助される人の上

体の体重を自分に預けてもらいながらやること。

 8

フ ット サ ポ

ート(足を乗

せる所)を下

ろ し 、 利
り

用
よう

者
しゃ

の 両
りょう

足
あし

を

のせる。

 

■  ベッドから車いすへの移乗のポイント

・

・車いすの座
ざ

面
めん

はベッドより少
すこ

し低
ひく

くなるように 調
ちょう

節
せつ

する。少し低いところへ移動する方が安
あん

全
ぜん

で楽
らく

（車いすからベッドへ移乗する場合は 逆
ぎゃく

）。 

 移乗・移動介助においても、利用者の自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

を意
い

識
しき

し、必要最
さい

低
てい

限
げん

の介助を 心
こころ

がけましょう。

できるかぎり自分の力を使
つか

ってもらうことは、身
しん

体
たい

機
き

能
のう

の維
い

持
じ

・向
こう

上
じょう

だけでなく、生
せい

活
かつ

意
い

欲
よく

を

高
たか

めることにもつながります。
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機
き

器
き

操
そう

作
さ

⑲～ 微
うぇい

信
しん

を使
つか

ってみよう～⑥《文
ぶん

章
しょう

の改
かい

行
ぎょう

設
せっ

定
てい

方
ほう

法
ほう

》  

《 》
。

※ここではア
あ

イ
い

フ
ふ

ォ
ぉ

ン
ん

の操作
そうさ

を基
き

本
ほん

にしています。ア
あ

ン
ん

ド
ど

ロ
ろ

イ
い

ド
ど

の方
かた

は、改行キーが表示されますので、今回の

内容は関係ありません。説
せつ

明
めい

画
が

面
めん

は、 中
ちゅう

国
ごく

語
ご

表
ひょう

記
き

の画面になっています。 

 
前
ぜん

回
かい

は音
おん

声
せい

メッセージでの 入
にゅう

力
りょく

方
ほう

法
ほう

を

学
まな

びました。入力された内
ない

容
よう

が長
なが

いと読
よ

みに

くいですよね。途
と

中
ちゅう

で改行してあると内容も

読みやすくなります。アイフォンの初期
しょき

設 定
せってい

で

は改行キーがないので、改行キーを 表
ひょう

示
じ

でき

るように設定してみましょう。 

 
【改行キーを表示させるには】

《改行前の文章とその画面》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「我」をタップする 

 

 

 

 

③ “ ”  

「設置」をタップする 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ “ ” 
「通用」をタップする 

⑤  

下図の○をタップする 

機器 

文
ぶん

章
しょう

が改行されていないの

で見
み

づらい ｃ

ここをタップ 

 

下
か

図
ず

の○をタ
た

ッ
っ

プ
ぷ

して 

⇒一
ひと

つ前
まえ

の画
が

面
めん

に戻
もど

る 
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下図の○をタップして 

⇒最
さい

初
しょ

の画面に戻る 

⑧

改行キーが表示される 

 

⑪

、

最
さい

後
ご

に"发送"をタップする

と送
そう

信
しん

され、今後は、常に改

行キーが表示されます（M） 

⑩

後
うし

ろの文が改行される 

○を右
みぎ

に移
い

動
どう

し、 緑
みどり

色
いろ

に

なると、“使用独立的 

发送按钮”が有
ゆう

効
こう

になる 

⑨

 

改行したいところにカ
か

ー
ー

ソ
そ

ル
る

を持っていき、「换行」

をタップすると 

 

※ここの画面表示は手
て

書
が

き

入
にゅう

力
りょく

画面です。ピ
ぴ

ン
ん

イ
い

ン
ん

入力でも同じ操
そう

作
さ

ができま

す。 

 改行したら 

見やすくなった！ 

换行 

换行 
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⑮

日
に

本
ほん

語
ご

ワ
わ

ン
ん

ポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

レ
れ

ッ
っ

ス
す

ン
ん

⑮～
 

気
き

をつけて！間
ま

違
ちが

って伝
つた

わってるかも？～

 

你说｢ 中
ちゅう

国
ごく

に帰
かえ

ったんです｣,是不回来的意思？｢～ている｣ ３

                (｢中国に帰ったんです」ってことはもう戻ってこないの？｢ている｣の用法 3) 

｢お母
かあ

さん、最
さい

近
きん

見
み

ないけどお

元
げん

気
き

なの?

｢あ、中国に帰ったんです｣

｢え、帰っちゃったの、もう戻
もど

って来
こ

ないってこと?

｣

  帰国者二世の李さんの例です。毎週末近くに住む

お母さんが孫(つまり李さんの子)の面倒を見に来てく

れるのですが、今月は中国に一時帰国していまし

た。お隣さんから｢お母さん、最近見かけないけど、お

元気なの？｣と聞かれた李さんが｢あ、中国に帰った

んです｣と答えたところ、お隣さんが｢えっ、帰っちゃっ

たの!?もう戻ってこないってこと?｣と驚かれ

てしまいました。こういう場合はどう言うとよ

かったのでしょう。   

 
 (動作の結果の継続の｢～ている｣、まだまだあります) 

1-1. 表示动作结果还在继续的「〜ている」的功能还有很多   継続の｢～ている｣ 追加     

    このコ
こ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

では皆
みな

さんがよく使
つか

われている日本語の

表
ひょう

現
げん

の中
なか

で間違いやすいものを取
と

り上
あ

げて 紹
しょう

介
かい

してい

ます。思
おも

い当
あ

たる人
ひと

、次
つぎ

から気をつけて使ってみてくださ

いね！なお、遠
えん

隔
かく

課
か

程
てい

「おしゃべり文
ぶん

法
ぽう

コ
こ

ー
ー

ス
す

｣でこの連
れん

載
さい

内
ない

容
よう

を含
ふく

む項
こう

目
もく

を学
まな

べます！ 

｢着
き

ている｣ ｢思
おも

っている｣

｢～ている／ていた｣。 

｢帰りました｣

｢帰 ｣ ｢帰

｣ ｢帰っている｣

｢中国に帰った｣

｢～ている｣

 

 前号で動作の進行や結果の継続を表す｢～てい

る｣の復習をしましたね。服を着て、その結果、着

続けているから｢着ている｣や、一つのことをずっ

と｢思っている｣という継続は割とわかりやすかっ

たと思います。しかし、日本語にはまだまだわか

りにくい｢～ている／ていた｣があります。 

 上の場面の｢帰った｣を中文では、いつ話して

も”回去了”と言いますが、日本語では｢帰った｣と

｢帰っている｣の使い分けが必要になります。｢帰

っている｣は帰ったその状態が発話時点の今も続

いていることを表し、あえて続いていると言うとい

うことは、その状態が恒常的なものではない=戻っ

てくる可能性あり、を示します。｢中国に帰った｣と

言うと、もうこちらには戻ってこないように聞こえま

す。このように、日本語では行為の結果が発話時

点まで続いている状態を｢～ている｣で表す必要

があるのです。面倒ですが、何とか使い分けを習

得しましょう。  

学習 
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   ｢～た｣和「～ている｣的区别 ｢～た｣と｢～ている」の使い分け 

・    

過去の動作とその結果の表し方  "～着／正在～"の有無に関わらず 

◆ 「～ている」： (中文说"回去了") 過去の一時点で起こった行動 

 过去 → → → →     ▼   →→ 现在 
                   

                             （ 持 ） 

(過去のある時点から今までずっとその状態が継続) 

｢～た｣ 持 「(今
いま

)～て

いる」。       日本語では、｢～した｣(過去の一時点を指す)結果、「(今）～している」と言う 

   以下、類似の、移動を表す動詞による例文を見てください。 

①ａ 兄
あに

は上
しゃん

海
はい

に出
しゅっ

張
ちょう

に行
い

っています。 

②ａ 両
りょう

親
しん

は中
ちゅう

国
ご く

に帰
かえ

っています。 

③ａ 家
いえ

に友
と も

達
だち

が来
き

ています。 

①ｂ 兄は上
しゃん

海
はい

に出張に行きました。 

②ｂ 両親は中国に帰りました。 

③ｂ 家に友達が来ました。 

｢行く／帰る／来る｣ 「今」

｢帰った｣ ｢昨日
き の う

／今日
き ょ う

｣

ａは、発話時点より前に｢行く／帰る／来る｣行動が起こり、発話時点の「今」までその状態が続いていることを明示してい

ます。ｂの方は今の状態に言及していませんが、｢帰った｣だけは｢昨日／今日」等の時間を表す語を付けないと、冒頭の

例のように帰ってしまってもう戻ってこないように聞こえます。 
 

練習 1  

次の例文が表していることを(  )から選んで下さい。選択肢は２つ選んで下さい。 

① 兄は上海に行っています。    ・

② 兄は上海に行きました。      ・  

③ 家に友達が来ています。     

④ 家に友達が来ました。     

⑤ 両親は中国に帰りました。   

⑥ 両親は中国に帰っています。

｢帰っている｣ ｢帰った｣ ｢行く・来る｣ ｢ている／た｣

「帰っている」と「帰った」の違い、掴めたでしょうか。｢行く／来る｣の｢ている／た｣とは少し違いますね。 

 
 

1-2.｢～ている｣和｢～ていた｣的区别      ｢～ている｣と｢～ていた｣の違い               

｢～ていました｣ 「～ていました」 ｢～た｣
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 次に、｢～ていました｣はどうでしょう。「～ていました」は下図のように｢過去のある時点で｢～た｣結果、その後の過去のある

時点までその状態が継続していた｣ことを表します。 

 

◆ 「～ていた」：例)｢上
じょう

司
し

が「小
お

野
の

さんいる？」と聞
き

いた時、小野さんは朝
あさ

から出
で

かけていた。｣ 

 ( 问 吗 时 )
 ｢ ｣  

         過去の一時点に｢～した｣結果、その後の過去の一時点までその状態が継続 

过去→→  ▼小野出去了 → → → → → →      ▼上司问到的时候→→ 现在 

 
 

 

更に､その後の過去のある時点まで継続ということは、今はそうでないと暗示している場合が多いです。 

①ａ 兄は上海に出張に行っています。 

②ａ 両親は中国に帰っています。 

③ａ 家に友達が来ています。 

①ｂ 兄は上海に出張に行っていました。 

②ｂ 両親は中国に帰っていました。 

③ｂ 家に友達が来ていました。 

a 句子 亲 b 为这

态 过 说 为 亲 经

说话 态 认  

上の場合、a の各文では、兄は上海に、両親は中国に、友達は家にいますが、b では、その状態は過

去のことと述べているので、あえてこれらを口にするということは、兄は上海から、両親は中国から帰っ

てきており、友達は話者の家から帰っていったことが暗示されます。以下で確認しましょう。 

練習 2 (   )  

次の例文が表していることを(  )から選んで下さい。選択肢は２つ選んで下さい。 

① 兄は上海に行っています。    ・

② 兄は上海に行っていました。   ・

③ 家に友達が来ています。      

④ 家に友達が来ていました。     

⑤ 両親は中国に帰っています。    

⑥ 両親は中国に帰っていました。 。

怎么样?①的「行っています」 仅 还 还 们 1-1

经 绍过 请记 ⑥「帰っていました」 仅 经

「2010 年にはもう中国に帰っていました」 附带「もう」 「既
すで

に

经 为 这 态还 持续  

どうでしたか。①の「行っています」は"去上海了"だけでなく、"还在上海呢"の意味も持つことを 1-1 で紹介しましたね。

⑥「帰っていました」は"回中国去了"だけでなく、"已经从中国回来了"をも示すと覚えて下さい。ただし、「2010 年には

もう中国に帰っていました」のように「もう」や「既に」などの"已经"に当たる語を伴う場合は、今までその状態が続いてい

ることが示されます。 



第 91 号             中国帰国者支援・交流センター情報誌 天天好日        令和 7 年 8 月 

20 
 

「～た/～てる/～てた」 ! ※「ている」的「い」在口语中是要被省略掉的。 

最後に、「～た・～てる・～てた」の使い分け総合練習です！※「ている」の「い」は口語では略されます。 

練習 3  

次の中文を言いたい時にはどう訳すといいでしょう。 (  )から選んで下さい。 

① 問：お兄さん、最近見ませんけど…。 答：
   →上海に( 行った・行ってる・行ってた ) んですよ。 

② 問：お兄さん、最近見ませんけど…。 答：
   →上海に( 行った・行ってる・行ってた ) んですよ。 

③ 問：ご両親、最近見ませんけど…。 答：

 →中国に( 帰った・帰ってる・帰ってた )んですよ。 

④ 問：ご両親、最近見ませんけど…。   答：

→中国に( 帰った・帰ってる・帰ってた )んですよ。 

⑤ 問：ご両親、最近見ませんけど…。   答：

→中国に( 帰った・帰ってる・帰ってた )んですよ。 
 
 

应该怎么表达呢?   

 というわけで、李さんが何と言えばよかったか、もうおわかりですね。下に案を書き出してみましょう 

 

 
 
 
 

 
------------------------------- 
練習１1

 
練習 2

練習 31 行ってる  行ってた  帰ってた  帰ってる  帰った 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 12 月 23日
にち

(月
げつ

) 

戦後の混
こん

乱
らん

期
き

から、 教
きょう

育
いく

を 十
じゅう

分
ぶん

に受けられ

なかった人
ひと

々
びと

を受け入れてきた夜
や

間
かん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

、そ

 

ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

記
き

事
じ

から （2024年
ねん

12月
がつ

～2025 年 5 月） 

中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

、中国･樺
から

太
ふと

(サ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

)帰
き

国
こく

者
しゃ

関
かん

連
れん

のニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す
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六

潟

潟

潟

の歴史をたどる『全
ぜん

国
こく

夜間中学校関
かん

係
けい

史
し

料
りょう

集
しゅう

』全
ぜん

22巻
かん

（不
ふ

二
じ

出
しゅっ

版
ぱん

）が編
へん

纂
さん

された。史料

集の内
ない

容
よう

は、1954 年から始まった夜間中学校の全

国組
そ

織
しき

の大
たい

会
かい

資料、宣
せん

言
げん

や決
けつ

議
ぎ

など。史料集か

らは、 働
はたら

くため昼
ひる

の学校に通
かよ

えない子、在
ざい

日
にち

コ
こ

リ
り

ア
あ

ン
ん

、中国残留邦
ほう

人
じん

、外
がい

国
こく

人
じん

労
ろう

働
どう

者
しゃ

、不
ふ

登
とう

校
こう

の生
せい

徒
と

等
など

、時代とともに変
か

わりゆく夜間中学校

の 姿
すがた

が見
み

えてくる。 
 

12月
がつ

27日
にち

（金
きん

） 

森
もり

田
た

節
せつ

夫
お

さん（長
なが

野
の

県
けん

現
げん

木
き

曽
そ

町
まち

出
しゅっ

身
しん

）が残
のこ

し

た「満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

青
せい

少
しょう

年
ねん

義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

」の日
にっ

記
き

などについ

て、郷
きょう

土
ど

史
し

家
か

らが保
ほ

存
ぞん

や公
こう

開
かい

方
ほう

法
ほう

を検
けん

討
とう

してい

る。森田さんは 14歳
さい

で満蒙開拓青少年義勇軍に入
はい

り、16 歳で亡
な

くなった。開拓のため、満
まん

洲
しゅう

へ渡
わた

っ

た人
ひと

の日記は、敗
はい

戦
せん

と引
ひ

き揚
あ

げの混
こん

乱
らん

で 失
うしな

われ

たものが多
おお

く、かつ回 想
かいそう

ではなくリ
り

ア
あ

ル
る

タ
た

イ
い

ム
む

で

書
か

き残された日記はめずらしく、当
とう

時
じ

の生
せい

活
かつ

や心
しん

情
じょう

を知
し

る上
うえ

で貴
き

重
ちょう

という。2025年
ねん

は 終
しゅう

戦
せん

から

80 年。 改
あらた

めて平
へい

和
わ

の 貴
とうと

さを伝
つた

える資
し

料
りょう

だ。 
 

1 月 11 日（土
ど

） 

戦
せん

時
じ

中
ちゅう

の体
たい

験
けん

などを語
かた

り継
つ

ぐ 催
もよお

しが、岩
いわ

手
て

県
けん

宮
みや

古
こ

市
し

で開
ひら

かれた。「宮古・下
しも

閉
へ

伊
い

地
ち

域
いき

の戦
せん

争
そう

を記
き

録
ろく

する会
かい

」が、毎
まい

年
とし

作
さく

成
せい

する体
たい

験
けん

集
しゅう

「戦

争の時
じ

代
だい

を生
い

きて」の第
だい

9 集
しゅう

に寄
よ

せた人たちが発
はっ

表
ぴょう

し、その中
なか

には敗戦後
ご

の 旧
きゅう

満洲で 中
ちゅう

国
ごく

人
じん

に助
たす

けられて家
か

庭
てい

を築
きず

き、その後帰
き

国
こく

がかなった

残
ざん

留
りゅう

婦
ふ

人
じん

の 話
はなし

もあった。54 人の参
さん

加
か

者
しゃ

が熱
ねっ

心
しん

に耳
みみ

を 傾
かたむ

けた。会の代
だい

表
ひょう

は「今
こ

年
とし

は戦後 80

年。節
ふし

目
め

の年にふさわしい体験集を作
つく

り、参加者

たちが語り合
あ

えるような催しを企
き

画
かく

したい」と話

す。 

2 月 25 日(火
か

) 

新
にい

潟
がた

県
けん

の高
たか

橋
はし

健
たけ

男
お

さんが、昨
さく

年
ねん

秋
あき

、「新潟県

満蒙開拓移
い

民
みん

研
けん

究
きゅう

デ
で

ー
ー

タ
た

ブ
ぶ

ッ
っ

ク
く

」を刊
かん

行
こう

した。
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潟

1

・

高橋さんは新潟県内
ない

の 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

を務
つと

めていた

頃
ころ

、元開拓民
みん

による現
げん

地
ち

訪
ほう

問
もん

に関
かん

する新 聞
しんぶん

記
き

事
じ

を目
め

にしたことが、研究のきっかけだった。新潟県

からは約
やく

1万
まん

3千
せん

人が満洲へ渡り、全国で 5番
ばん

目
め

に

多い。データブックは県
けん

内
ない

各
かく

地
ち

で発
はっ

行
こう

された開拓

事
じ

業
ぎょう

に関する約 8千
せん

本
ぼん

の記事の

見出
み だ

しが、掲
けい

載
さい

順
じゅん

に並
なら

んだ「大
たい

陸
りく

の花
はな

嫁
よめ

」「青少年義勇軍」など

のキーワードと一
いっ

緒
しょ

に並ぶ。この

データブックが今後
こんご

の研
けん

究
きゅう

者
しゃ

に

活
かつ

用
よう

されることを期
き

待
たい

しているとのことだ。 
 

3 月1 日
ついたち

（土） 

 「中国・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

を知る集
つど

い」（北
ほっ

海
かい

道
どう

中国

帰国者支
し

援
えん

・交
こう

流
りゅう

センター
せ ん た ー

主
しゅ

催
さい

）が開かれた。残

留孤
こ

児
じ

となった男
だん

性
せい

（2016 年逝
せい

去
きょ

）の妻
つま

が、日
に

本
ほん

に帰国後も苦
く

労
ろう

した男性の体
たい

験
けん

談
だん

を語った。 夫
おっと

は脳
のう

梗
こう

塞
そく

で要
よう

介
かい

護
ご

となったが、日
に

本
ほん

語
ご

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

で

介
かい

護
ご

サービスを 嫌
いや

がったので、自
じ

宅
たく

で 排
はい

せつや

食
しょく

事
じ

を一人
ひとり

で介
かい

助
じょ

。「大
たい

変
へん

だったが、 中
ちゅう

国
ごく

語
ご

を

話せる妻で満
まん

足
ぞく

してくれたのではないか」と振
ふ

り

返
かえ

った。 

また、集いの中では、首
しゅ

都
と

圏
けん

センターが育
いく

成
せい

した

「戦
せん

後
ご

世
せ

代
だい

の語
かた

り部
べ

」による中国残留孤児の講
こう

話
わ

も行われた。講話の中の女
じょ

性
せい

は 8 歳の時
とき

日
に

本
ほん

人
じん

で

あることを養
よう

母
ぼ

から知らされた。1994 年の 集
しゅう

団
だん

訪
ほう

日
にち

調
ちょう

査
さ

の会
かい

場
じょう

で通
つう

訳
やく

をしていた時
とき

、中国に

残
のこ

した 妹
いもうと

を捜
さが

しに来
き

た二人
ふたり

の女性に話しかけら

れた。互
たが

いの身
み

の上
うえ

話
ばなし

に 共
きょう

通
つう

点
てん

があったことか

ら DNA鑑
かん

定
てい

を 行
おこな

い姉
し

妹
まい

であることが判
はん

明
めい

した

という。 

4 月 12 日（土） 

開拓団
だん

の歴
れき

史
し

を伝える「満蒙開拓平和記
き

念
ねん

館
かん

」

は、元
もと

開拓団
だん

員
いん

の子
こ

の世代が来
らい

場
じょう

者
しゃ

と対
たい

話
わ

する

新
しん

企
き

画
かく

を始
はじ

めた。戦争体験者が減
げん

少
しょう

する中、歴史
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を受
う

け継ぐためだ。新企画「土
ど

曜
よう

セ
せ

ッ
っ

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

」は、

団員の子や中国残留孤児の家
か

族
ぞく

ら次
じ

世代が登
とう

壇
だん

す

る。セッションは毎 月
まいつき

第 2土
ど

曜
よう

日
び

に開かれる予
よ

定
てい

。 

5 月 6 日（火
か

） 

戦後、旧満洲や 朝
ちょう

鮮
せん

などから引き揚げてきた人

たちの詩
し

や手
しゅ

記
き

を集
あつ

めた詩
し

集
しゅう

「全国引 揚
ひきあげ

詩・引揚

手
しゅ

記
き

記
き

録
ろく

集
しゅう

」（全 5 巻）を、詩
し

人
じん

の岡
おか

耕
やす

秋
あき

（ 本 名
ほんみょう

・

満 岡
みつおか

剛
ごう

太郎
たろう

）さん（91 歳）らが編
へん

纂
さん

している。詩

を寄せたうちの一人の女性は「癒
い

えない 心
こころ

の傷
きず

を

ずっと抱
かか

えていた。詩を書くことで、悲
ひ

惨
さん

な出
で

来
き

事
ごと

を忘
わす

れないようにするとともに、傷
いた

んだ心を清
きよ

め

てきた」と話す。岡さんは「詩にするのは、当時の

自
じ

分
ぶん

の心情に向
む

き合うことであり、記
き

録
ろく

文
ぶん

学
がく

とま

た違
ちが

った形
がた

で、悲惨な歴史を伝えることになる」と

話している。問
と

い合わせは「引揚詩」記録の会事
じ

務
む

局
きょく

（0957・24・6488）へ 

5 月 11 日（日） 

中国残留邦人 2世
せい

や満洲からの引き揚げ者
しゃ

らが、

体験を語って交流する集いが、奈
な

良
ら

県
けん

香
か

芝
しば

市
し

で開か

れた。 

地
じ

元
もと

の NPO が「平和のための香芝戦争展
てん

」を企

画。冒
ぼう

頭
とう

では県内から大陸に渡った満蒙開拓団や、

終
しゅう

戦
せん

時
じ

に取
と

り残された多くの日本人による引き揚

げの歴史について説
せつ

明
めい

された。50名
めい

の参加者は帰

国者による中国での体験を聞
き

いた後、中国の民
みん

族
ぞく

衣
い

装
しょう

に身を包
つつ

んだ帰国者が躍
おど

る舞
ぶ

踊
よう

を鑑
かん

賞
しょう

して

交流を深
ふか

めた。 

5 月 29 日(木
もく

) 

シ
し

ン
ん

ガ
が

ー
ー

ソ
そ

ン
ん

グ
ぐ

ラ
ら

イ
い

タ
た

ー
ー

の加
か

藤
とう

登
と

紀
き

子
こ

さん（81

歳）が藤
ふじ

沢
さわ

市
し

の 中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

店
てん

でト
と

ー
ー

ク
く

ラ
ら

イ
い

ブ
ぶ

を開

いた。ヒ
ひ

ッ
っ

ト
と

曲
きょく

「 百
ひゃく

万
まん

本
ぼん

のバ
ば

ラ
ら

」の他
ほか

、旧満洲

で生まれ、戦後引き揚げを経 験
けいけん

した生い立
た

ちを歌
うた

った曲などを披
ひ

露
ろう

した。歌った曲の一
ひと

つ「遠
とお

い祖
そ

国
こく

」は、加藤さんが 1 歳の時敗戦を迎
むか

え、1年
ねん

後
ご

に
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   「戦
せん

後
ご

世
せ

代
だい

の語
かた

り部
べ

派
は

遣
けん

事
じ

業
ぎょう

の 紹
しょう

介
かい

」 

  

 2025年
ねん

は戦
せん

後
ご

80年
ねん

という節
ふし

目
め

の年
とし

で、新
しん

聞
ぶん

やテ
て

レ
れ

ビ
び

でも特
とく

集
しゅう

が組
く

まれています。首
しゅ

都
と

圏
けん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

では

「 中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

の体
たい

験
けん

と労
ろう

苦
く

を伝
つた

える戦後世

代の語り部」派遣事業を 2020 年から始
はじ

めましたが、今
こん

回
かい

はその活
かつ

動
どう

について少
すこ

しご紹介します。 

この「戦後世代の語り部」については以
い

前
ぜん

『天
てん

天
てん

好
こう

日
じつ

82号
ごう

』で紹介しました。戦後生
う

まれの 30代
だい

から 70

代の人
ひと

たちが、３年
ねん

間
かん

の研
けん

修
しゅう

の中
なか

で、中国・樺
から

太
ふと

残

留邦人の方
かた

たちから 直
ちょく

接
せつ

話
はなし

を聞
き

きとり、戦
せん

中
ちゅう

戦後

に残留邦人がどのような体験をしたか、どんな苦
く

労
ろう

が

あったかを講
こう

話
わ

としてまとめて、 聴
ちょう

衆
しゅう

に向
む

けて語る

という活
かつ

動
どう

をしています。語り部の中には帰
き

国
こく

者
しゃ

二
に

・

三
さん

世
せい

もいますし、それまで帰国者とは縁
えん

の無
な

かった人

もいます。コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

禍
か

の 2020 年は 10件
けん

にも満
み

たなかっ

た語り部派遣ですが、2021 年以
い

降
こう

は毎
まい

年
とし

少
すこ

しずつ増
ふ

えて、2024年
ねん

度
ど

には講話会
かい

の件
けん

数
すう

が年
ねん

間
かん

64 件となり

ました。講話を聞いてくださった人はこの５年間で

6500 人を超
こ

えました。派遣の要
よう

請
せい

があれば全
ぜん

国
こく

どこ

にでも語り部は出
で

かけていくので、すでに 27都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

で講話を 行
おこな

っています。皆
みな

さんのお住
す

まいの近
ちか

くに

も行
い

ったかもしれません。 

引き揚げ船
せん

に乗
の

るまで暮
く

らしたハ
は

ル
る

ビ
び

ン
ん

への思
おも

い

がつづられている。今年歌
か

手
しゅ

生活 60 周
しゅう

年
ねん

の節目

を迎える加藤さんは「いま語らなければ」との熱
あつ

い

思いが高
たか

まっていると話す。 

◆
◆ご注

ちゅう

意
い

：本
ほん

欄
らん

の内容
ないよう

は、一
いっ

般
ぱん

の新
しん

聞
ぶん

などで報
ほう

道
どう

さ

れた内容
ないよう

を中心に要
よう

約
やく

して掲
けい

載
さい

しています。したが

って、政
せい

府
ふ

が公
こう

式
しき

に発
はっ

表
ぴょう

したものではなく、一
いち

部
ぶ

に

は報
ほう

道
どう

機
き

関
かん

の観
かん

測
そく

記
き

事
じ

なども含
ふく

まれています。 

帰国者 



第 91 号             中国帰国者支援・交流センター情報誌 天天好日        令和 7 年 8 月 

25 
 

 

・

語り部が取
と

り上
あ

げている残留邦人の体験は一
ひと

人
り

ずつ

全
まった

く異
こと

なっており、中国残留と樺太残留、残留孤
こ

児
じ

と

残留婦
ふ

人
じん

、判
はん

明
めい

と未
み

判明孤児等
とう

の違
ちが

いはもちろん、中

国での暮
く

らしも帰国に至
いた

る経
けい

緯
い

も帰国してからの苦労

も本
ほん

当
とう

に様
さま

々
ざま

です。聴衆のア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

にも以
い

下
か

のよう

な声
こえ

が寄
よ

せられています。 

・今
いま

平
へい

和
わ

に暮
く

らせていることの奇
き

跡
せき

を感
かん

じました。～

「同
おな

じ話は一
ひと

つもない」とのこと、他
ほか

の講話も聞きた

いと思
おも

いました。（50 代） 

・今回聞いたお話は絶
ぜっ

対
たい

忘
わす

れずに、 私
わたし

も家
か

族
ぞく

に話
はな

し

て、今
こん

度
ど

自
じ

分
ぶん

の祖
そ

母
ぼ

にもルーツ
る ー つ

を聞いてみたいと思い

ました。（10 代・学
がく

生
せい

） 

・歴
れき

史
し

は一
いち

場
ば

面
めん

を切
き

り取
と

って学
まな

びがちですが、時
とき

と共
とも

に長
なが

く続
つづ

くものと実
じっ

感
かん

を持
も

ちました。（一
いっ

般
ぱん

） 

・中国残留邦人という言葉すら知
し

らなかったのですが、

今回の内
ない

容
よう

を聞いて日
に

本
ほん

人
じん

の方などにそのような大
たい

変
へん

な経
けい

験
けん

をしていた人がいると、はじめて知りまし

た。そして D
でぃー

さんの言
い

っていたことを聞いて、 改
あらた

め

て「戦
せん

争
そう

は何
なに

もいいことを生
う

まないな」と思いました。

（ 小
しょう

学
がく

6年
ねん

生
せい

） 

 2024 年度には小学生・ 中
ちゅう

学生・高 校
こうこう

生を対
たい

象
しょう

に

講話をする機
き

会
かい

がかなり増
ふ

えたため、子
こ

どもたちにも

理
り

解
かい

できるように講話の内
ない

容
よう

をシ
し

ン
ん

プ
ぷ

ル
る

にしたり、

表
ひょう

現
げん

を分
わ

かりやすく変
か

えたり等の工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

になり

ました。その過
か

程
てい

で、歴
れき

史
し

的
てき

背
はい

景
けい

を知ってもらうため

の展
てん

示
じ

パ
ぱ

ネ
ね

ル
る

を作
さく

成
せい

し、同じ内容のリ
り

ー
ー

フ
ふ

レ
れ

ッ
っ

ト
と

も作

成しました。また、講話の前
まえ

に視 聴
しちょう

してもらうために、

中国・樺太残留邦人が生まれた背景を 15～20分
ふん

程
てい

度
ど

の

動
どう

画
が

にまとめたものも作成しました。今は中学校の 教
きょう

科
か

書
しょ

も「残留孤児」等の記
き

述
じゅつ

がほとんどないものが主
しゅ

流
りゅう

となっており、講話に 訪
おとず

れた学
がっ

校
こう

でも「初
はじ

めて知

った」という感
かん

想
そう

が多
おお

く聞かれます。これらの映像を

通
とお

して、中国残留邦人・樺太残留邦人というのはどうい
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う人たちで、どうしてそのような人たちが生まれたの

かを知ってもらい、少
すこ

しでも中国・樺太帰国者に関
かん

心
しん

を持
も

ってもらえたらと思っています。 

この語り部講話を聞いてみたいと思われた方は、是
ぜ

非
ひ

首都圏センターに一
いち

度
ど

ご連
れん

絡
らく

ください。個
こ

人
じん

のお宅
たく

への派遣などはしておりませんが、何
なん

人
にん

かでグ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

を作
つく

って申請をしていただければ全国どこへでも 伺
うかが

います。①講話をする場
ば

所
しょ

②資
し

料
りょう

を映
うつ

す機
き

械
かい

（プ
ぷ

ロ
ろ

ジ
じ

ェ
ぇ

ク
く

タ
た

ー
ー

）③少
すく

なくとも５名
めい

？10 名？以
い

上
じょう

の聴衆を

準
じゅん

備
び

していただければ大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

です。今までの例
れい

で

は、市
し

民
みん

グループの場
ば

合
あい

は区
く

や市の公
こう

民
みん

館
かん

などの部
へ

屋
や

を借
か

りて講話会を実
じっ

施
し

されています。中国語
ご

の通
つう

訳
やく

を

入
い

れて実施した講話会も数
すう

件
けん

あります。わざわざ講話

会を開
ひら

くのはちょっとハ
は

ー
ー

ド
ど

ル
る

が高
たか

いと思われた方

は、センター主
しゅ

催
さい

のオ
お

ン
ん

ラ
ら

イ
い

ン
ん

講話会も年に二回あり

ますので、そちらにご参
さん

加
か

ください。講話

会の開
かい

催
さい

情
じょう

報
ほう

はセンターの H
ほーむ

P
ぺーじ

にて

随
ずい

時
じ

更
こう

新
しん

しております。(O) 

https://www.sien-center.or.jp/kataribe/index4.html 
 

    《 》

            《 お墓
はか

の 新
あたら

しい選
せん

択
たく

 》 

 大
たい

切
せつ

な故
こ

人
じん

のために、どのようなお墓を建
た

てるのかと悩
なや

む人
ひと

は多
おお

いと思
おも

います。現
げん

代
だい

では核
かく

家
か

族
ぞく

化
か

が進
すす

み、代
だい

々
だい

のお墓の継
けい

承
しょう

が 難
むずか

しくなるケ
け

ー
ー

ス
す

もあり、お墓事
じ

情
じょう

も

多
た

様
よう

化
か

しています。そんな中
なか

、特
とく

に人
にん

気
き

なのがメ
め

ン
ん

テ
て

ナ
な

ン
ん

ス
す

不
ふ

要
よう

のお墓です。一
いち

度
ど

購
こう

入
にゅう

すると、年
ねん

間
かん

の管
かん

理
り

費
ひ

は不要なので費
ひ

用
よう

を安
やす

く抑
おさ

えることができます。継承者

も不要で、残された人にも負担がかかりません。今
こん

回
かい

は 4

つのお墓の種
しゅ

類
るい

を取
と

り上
あ

げます。 

 

生活 

https://www.sien-

center.or.jp/kataribe/index4.html 
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（
）

（
）

●永
えい

代
たい

供
く

養
よう

墓
ぼ

 

遺
い

族
ぞく

の代
か

わりに霊
れい

園
えん

が維
い

持
じ

管
かん

理
り

して供養をしてくれるお

墓のこと。「永代」とは永
えい

遠
えん

と

いう意
い

味
み

ではなく、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に

は※三
さん

十
じゅう

三
さん

回
かい

忌
き

（亡
な

くなっ

てから 32年目
ねんめ

）、長
なが

くても五
ご

十
じゅっ

回
かい

忌
き

（亡くなってから 49

年目）までと期間
きかん

が定
さだ

められている。期間が過
す

ぎると他
ほか

の

人の遺
い

骨
こつ

と一
いっ

緒
しょ

になることが多い。期
き

間
かん

等
とう

の 詳
しょう

細
さい

は霊

園によっても違うので確
かく

認
にん

したほうが良
よ

い。お墓を継
つ

ぐ

人がいない場
ば

合
あい

やお墓の管理で子
こ

ども達
たち

に迷
めい

惑
わく

をかけ

たくない場合に購入することが多い。 

●樹
じゅ

木
もく

葬
そう

（樹
じゅ

林
りん

葬
そう

）墓
ぼ

地
ち

 

遺骨を 直
ちょく

接
せつ

土
つち

に埋
まい

葬
そう

し、墓 石
はかいし

は建て

ず樹
じゅ

木
もく

をシンボル
し ん ぼ る

として植
う

える。里 山
さとやま

の

緑
りょく

化
か

再
さい

生
せい

の目
もく

的
てき

も兼
か

ねており、亡くなっ

たら自然
しぜん

に還
かえ

るというイ
い

メ
め

ー
ー

ジ
じ

が人
にん

気
き

の要
よう

因
いん

の一
ひと

つ。 

●納
のう

骨
こつ

堂
どう

 

納骨堂とは、遺骨を保
ほ

管
かん

・管理する屋内
おくない

の施設
し せ つ

。納骨堂

はざまざまな種類があり、ロ
ろ

ッ
っ

カ
か

ー
ー

式
しき

、仏
ぶつ

壇
だん

式
しき

（霊
れい

廟
びょう

式
しき

）の他、最
さい

近
きん

ではタ
た

ッ
っ

チ
ち

パ
ぱ

ネ
ね

ル
る

で操
そう

作
さ

をして、カ
か

ー
ー

ド
ど

キ
き

ー
ー

をかざすと、自
じ

動
どう

で納
のう

骨
こつ

箱
ばこ

が目の前
まえ

に運
はこ

ばれてき

て、お墓 参
はかまい

りができる自動搬
はん

送
そう

式
しき

もある。天
てん

気
き

が悪
わる

くて

もお墓参りができ、遠
とお

くへ墓参りができない人や高
こう

齢
れい

者
しゃ

も利用
りよう

しやすい。 

●海
かい

洋
よう

散
さん

骨
こつ

 

文
も

字
じ

通
とお

り遺骨を海
うみ

に撒
ま

く埋葬方 法
ほうほう

で、自
じ

身
しん

が死
し

んだ

後
あと

、自然に還
かえ

りたいという人や、好
す

きだった海に骨
ほね

を撒

いてほしいという人に注目されている。海洋散骨を希
き

望
ぼう

される場合は、散骨事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

にお問
とい

合
あわ

せください。 

 

※「回
かい

忌
き

」とは仏
ぶっ

教
きょう

行
ぎょう

事
じ

の一
ひと

つで、一
いっ

回
かい

忌
き

は故
こ

人
じん

の葬
そう

儀
ぎ

の日
ひ

を指
さ

す。 
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これらの最近増
ふ

えてきた新しいスタイルのお墓は、霊

園によって価
か

格
かく

や内
ない

容
よう

が異
こと

なる場合があるので、購入を

検
けん

討
とう

する際
さい

は 必
かなら

ず確認しましょう。 

 時
じ

代
だい

とともに今後もお墓の多様化は進むといわれて

いますが、故人や先
せん

祖
ぞ

を想
おも

う気
き

持
も

ちは変
か

わらず大切なも

のです。お墓について 考
かんが

えることは、大切な人との思

い出
で

とともに、今
いま

生
い

きている人がどう生きるか、という

ことでもありますね。(gao) 

  
 
◆

。➡➡

 ◆戦
せん

後
ご

80年
ねん

の節
ふし

目
め

の今年、8 月を挟
はさ

んで関
かん

連
れん

イ
い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

が数
かず

多
おお

く開
かい

催
さい

されています。首
しゅ

都
と

圏
けん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

も 中
ちゅう

国
ごく

･樺
から

太
ふと

等
とう

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の体
たい

験
けん

の語
かた

り継
つ

ぎに一
いっ

層
そう

力
ちから

を

入
い

れていきたいと思
おも

っています。戦後世
せ

代
だい

の語
かた

り部
べ

を全
ぜん

国
こく

どこへでも派
は

遣
けん

しますのでお声
こえ

掛
が

けくださ

い！語り部については P24 に 紹
しょう

介
かい

記
き

事
じ

があります。

← 詳
しょう

細
さい

は 左
ひだり

の Q
きゅー

R
あーる

コ
こ

ー
ー

ド
ど

から!（An） 
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